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食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会 

（第234回）議事録 

 

1．日時 令和5年3月23日（木） 14:00～14:31 

 

2．場所 食品安全委員会中会議室（赤坂パークビル22階） 

 （Web会議システムを利用） 

 

3．議事 

 （1）遺伝子組換え食品等の安全性評価基準改正の検討について 

 （2）その他 

 

4．出席者 

 （専門委員） 

  中島座長、小野道之専門委員、小野竜一専門委員、佐々木専門委員、 

  樋口専門委員、藤原専門委員、山川専門委員 

 （専門参考人） 

  児玉専門参考人、手島専門参考人 

 （食品安全委員会） 

  川西委員、脇委員 

 （事務局） 

  鋤柄事務局長、中事務局次長、前間評価第二課長、井上評価情報分析官、 

  松原課長補佐、奥藤評価専門官、山口係長、今村技術参与、松田技術参与 

 

5．配布資料 

 資料1   遺伝子組換え食品等の食品健康影響評価に関する評価指針検討について 

 資料2-1  遺伝子組換え食品（種子植物）に関する食品健康影響評価指針（案）につい

て 

 資料2-2  遺伝子組換え食品（種子植物）に関する食品健康影響評価指針（案） 

 資料2-3  遺伝子組換え食品（種子植物）に関する食品健康影響評価指針（案）新旧比

較表 

 資料3-1  遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物に関する食品健康影響評

価指針（案）について 

 資料3-2  遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物に関する食品健康影響評

価指針（案） 
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 資料3-3  遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物に関する食品健康影響評

価指針 目次 新旧比較表 

 参考資料1 遺伝子組換え食品（種子植物）技術的文書（仮称）（案） 

 参考資料2 遺伝子組換え添加物に関する食品健康影響評価指針に係る技術的文書（仮

称）について 

 

6．議事内容 

○中島座長 それでは、定刻になりましたので、ただいまから第234回「遺伝子組換え食品

等専門調査会」を開催いたします。 

 本日は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、令和2年4月9日食品安全委員会

決定の「テレビ会議又はWeb会議システムを利用した食品安全委員会等への出席について」

に基づきまして、Web会議システムを利用して参加いただく形で行います。 

 本日、所用により、安達専門委員、岡田専門委員、近藤専門委員は御欠席です。 

 また、専門参考人としまして、千葉大学大学院園芸学研究院の児玉浩明教授、岡山理科

大学獣医学部食品衛生講座の手島玲子教授に御出席いただいております。 

 また、本会合は原則として公開となっておりますが、新型コロナウイルス感染症対策の

ため、本日は傍聴の方にはおいでいただかずに開催することといたします。 

 本会合の様子につきましては、食品安全委員会のYouTubeチャンネルにおきまして、

Webexの画面をビデオキャプチャーしたものを動画配信してございます。 

 本日の議題ですが、「遺伝子組換え食品等の安全性評価基準改正の検討について」でご

ざいます。 

 配付資料の確認を事務局のほうからお願いいたします。 

○松原課長補佐 それでは、配付資料の確認をいたします。 

 本日の資料は、議事次第、座席表、専門委員名簿、加えて、議事次第の「4.配布資料」の

とおり、資料が1から資料3-3、参考資料1、参考資料2がございます。 

 不足等はございませんでしょうか。 

 お願いいたします。 

○中島座長 ありがとうございます。 

 それでは、事務局のほうから、今度は「食品安全委員会における調査審議方法等につい

て」に基づいて、必要となる専門委員の調査審議等への参加に関する事項について、報告

をお願いいたします。 

○松原課長補佐 事務局におきまして、専門委員の皆様に御提出いただきました確認書を

確認したところ、本日の議事に関して、平成15年10月2日付委員会決定の2の（1）に規定

する調査審議等に参加しないこととなる事由に該当する専門委員はいらっしゃいませんで

した。 

 以上でございます。 
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○中島座長 ありがとうございます。 

 既に御提出いただいております確認書につきまして、その後相違等はございませんでし

ょうか。 

 それでは、本日の審議に入らせていただきたいと思います。 

 本日は、遺伝子組換え食品（種子植物）の評価指針（案）及び遺伝子組換え微生物を利

用して製造された添加物の評価指針（案）について検討を進めたいと思います。 

 まず初めに、遺伝子組換え食品（種子植物）の評価指針案について議論していきたいと

思います。 

 2月17日に開催した第232回専門調査会では、調査会での議論や起草委員の皆様の意見を

踏まえた改正案について議論いたしました。前回の調査会での議論や、その後、各委員の

先生方から寄せられました御意見等を踏まえた改正案を本日用意してあると聞いておりま

すので、それについて御検討いただきたいと考えております。 

 では、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○松原課長補佐 説明させていただきます。 

 今回、資料1及び資料2-1に基づき、調査会で御審議いただきました遺伝子組換え食品等

の評価指針案のこれまでの検討状況について御説明した後、遺伝子組換え食品（種子植物）

評価指針の最終案について、資料2-2及び資料2-3に基づき御説明いたします。 

 まず最初に、資料1を御覧ください。 

 こちらにつきましては、今まで検討させていただきましたところを、簡単にその状況を

まとめさせていただいたものでございます。 

 資料1をおめくりいただきまして、2ページ目を御覧いただければと思います。 

 こちらは、遺伝子組換え食品等専門調査会で評価に使用している現行の基準及びそれに

つながる考え方等をまとめたものでございます。 

 今回、この3月までにおきまして検討させていただき、指針の改正案の検討状況につきま

しては、①のところの青枠と②のところの青枠、それぞれ遺伝子組換え食品（種子植物）

の安全性評価基準と遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の考え方と、②

のところの遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物の安全性評価基準について大

体検討していただきまして、①植物については大方まとまったと考えているところでござ

います。 

 また、②の緑の部分ですが、附則といたしまして、高度精製添加物の安全性の考え方に

つきましてはまだまだ議論が途中でございますので、これからまた今後も引き続き議論を

していくと考えているところでございます。こちらにつきましては、また後ほど添加物に

ついても説明させていただきますので、そこでいただこうと思っております。 

 また、その下、③と④について、黄色く点線で囲っているものがございます。こちらに

つきましては、具体的な中身の修正は今の時点ではまだ作業はしていないといったところ

ですが、この①と②の修正に伴って、それに合わせて改正する箇所がありますので、そこ
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について今後改正作業を進めていきたいと考えているところのものでございます。 

 3ページ目でございます。具体的な種子植物の安全性評価の改正の箇所についてでござ

います。こちらにつきまして、令和4年度、本年度実施した内容については、この青い四角

の中の内容となっております。1、既存の評価基準を統合して、遺伝子組換え食品（種子植

物）に関する食品健康影響評価指針とするといったこと。2つ目として、国際基準との整合

性を図るといったこと。3つ目として、新たな解析技術への対応を行うといったところ。4

つ目といたしまして、重複項目の削除や構成の見直しを行うといったものでございます。

こちらを見直させていただきまして、最終指針案の取りまとめを行ったといったものでご

ざいます。 

 また、検討が引き続き残っているものといたしましては、評価実績を踏まえた技術的文

書の作成が今後検討課題として残っているところでございます。こちらは、昨年の10月、

この検討を開始したときに、起草委員としてお願いをしております先生方、この枠の中に

書いております先生方に引き続き議論をお願いしたいと考えているところでございます。 

 スライドの4ページ目につきましては添加物の話でございますので、こちらはまた後ほ

ど説明をさせていただきたいと思います。 

 続きまして、資料2-1でございます。具体的なものについては、資料2-1の中で書かせて

いただいているところでございます。先月もお示しさせていただきましたところでござい

ますので、こちらはこのとおり引き続き進めていきたいと考えているところでございます。 

 続きまして、具体的な指針案の内容につきまして説明させていただきます。資料2-2と資

料2-3を御準備いただければと思います。 

 資料2-2につきましては、指針の最終案でございます。2月では見え消しの状態でお示し

させていただきましたが、今回それを反映させていただきまして、あと、若干の誤字等も

ございましたので、そちらも直させていただきまして、ほぼ最終決定案の形にしていると

いったものでございます。 

 また、資料2-3でございますが、こちらは現行の基準を右に、改正案については左に載せ

た新旧案の形で示させていただいたものでございます。修正箇所については下線を引いて

いるといったところにしております。 

 修正させていただいたところを、資料2-3に基づき、簡単に説明させていただきたいと思

います。 

 資料2-3の1ページ目でございますが、基準から指針に名称を変更しているといったとこ

ろでございます。こちらは名称を基準から指針に変えておりますが、中身、位置づけとし

ては同じものでございます。ほかの食品安全委員会が持っております、例えば農薬であっ

たり、添加物であったり、そういったものについて現在使われているのが食品健康影響評

価指針という名称でございますが、そちらに合わせているところでございます。 

 第1章の総則でございますが、こちらももともと平成16年バージョンのものを現時点の

ものになるように、書きぶりについては修正をしているところでございます。 
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 2ページ目でございます。定義につきましては、用語集に取りまとめるといったところも

ありましたので、大幅にこのように修正をさせていただいているところでございます。 

 また、3ページ目に行きまして、第4の食品健康影響評価に際しての原則と基本的な考え

方についてでございます。こちらにつきましても修正をしております。 

 5ページ目をお願いいたします。 

 2ポツの一番下のところでございます。下線を引かせていただいております。今回、新た

にweight of evidenceに基づく段階的なアプローチについての考え方を考慮すべきである

といったことを追加させていただいているところでございます。 

 そのほか、7ページ目の現行の基準のほうの9番、一番下のところでございます。こちら

は抗生物質耐性マーカーとして用いられているカナマイシンについての項目でございます

が、現時点、今は令和5年でございますが、組換えの操作で使われている抗生物質耐性マー

カーはカナマイシン以外にも使われているところでございますので、この項目については

カナマイシンを特出しするといったことは必要ないのではないかといったところで、こち

らについては削除をしている。そのような修正をさせていただいているところでございま

す。 

 続きまして、8ページに参りまして、第2章、こちらは遺伝子組換え食品（種子植物）の

食品健康影響評価の具体的な評価のポイントとなるところをまとめさせていただいており

ます。 

 今回、新しく第1といたしまして、評価対象品目の概要を説明されていることといったこ

とを追加しているところでございます。ここで大体どのような品目であるかというのを簡

単に説明されているということがまず最初に必要かなと考えております。 

 続きまして、今回、重複項目の削除とか並び方を変えるといったところでございました

ので、第2といたしまして、食品健康影響評価において比較対象として用いる既存品種等の

性質に関する事項といたしまして、こちらに既存品種の情報について集約して記載してい

ただくという形にしております。 

 また、11ページ目に参りまして、今度は第3でございます。第3については。今度は組換

え体の利用方法とか目的といったところをまとめていただくこととして、この書いていた

だいたところで、組換え体と比較対象となる既存品種の相違点等をここで説明するといっ

た形にしております。 

 続きまして、13ページから第4といたしまして、こちらから組換えの操作に関するとこ

ろ、どういった組換えが行われているかということをまとめていただき、ページが飛びま

して、18ページ、第5のところでございます。ここで組換え操作によってできました組換え

体の情報についてまとめていただく。ここで相違点であったり、相違点に基づく安全性に

ついて審査をするといった内容としているところでございます。 

 第2章についてはそのように修正をさせていただいているといったところで、25ページ

目でございますが、第6といたしまして、第2から第5までの間で安全性の知見が得られて



6 

 

いない場合に必要な事項といたしまして、必要な動物試験等について、こちらも項目を見

直させていただいているところでございます。そのように修正をさせていただきました。 

 また、26ページ目を御覧いただければと思いますが、附則として食品健康影響評価済み

の遺伝子組換え植物の掛け合わせた品種の食品健康影響評価に関する事項を新しく指針案

には付け加えております。この掛け合わせについての考え方は、別の委員会決定として作

成しているところでございますが、今回この指針案に統合するという形でつけさせていた

だいているといったところでございます。 

 最後、27ページの真ん中からのところですが、参考といたしまして、用語の説明につい

ては用語集で参照するといった旨であること、また、第2といたしまして、今回参考として

引用できる資料を書かせていただいているといった修正をさせていただいているところで

ございます。 

 遺伝子組換え食品（種子植物）に関する食品健康影響評価指針については、以上のよう

に考えているところでございます。 

 また、今回参考資料としてつけさせていただいております参考資料1については、これか

ら検討させていただきます遺伝子組換え食品（種子植物）の技術的文書の案を今お示しさ

せていただいております。こちらにつきましては、これからどんどん起草委員の先生方と

議論させていただき、作り上げていきたいと考えているものでございます。 

 遺伝子組換え食品（種子植物）の評価指針の検討案についての説明は以上でございます。

よろしくお願いいたします。 

○中島座長 ありがとうございました。 

 昨年秋から本格的な改正作業が始まりまして、現在になってようやく種子植物の最終案

に近いものが出てきたわけです。これまでの起草委員の先生方の御尽力に感謝したいと思

います。 

 それでは、ただいまの説明につきまして、先生方から御意見をいただきたいと思います

が、どなたかございますでしょうか。 

 竜一先生、どうぞ。 

○小野竜一専門委員 聞き逃してしまったかもしれないのですけれども、7ページ目の一

番下のところの現行のほうに書いてある「現在、抗生物質耐性マーカーとして使われてい

るカナマイシン耐性遺伝子等は」という記載の仕方というのは、カナマイシン耐性遺伝子

だけについて言っているのか、別のハイグロマイシンだったり、いろいろな抗生物質の耐

性遺伝子というのはあると思うのですけれども、そういうものも含めているのかというの

が理解できなかったので、教えていただけますでしょうか。 

○中島座長 では、僕のほうから。 

 現行というもののところなので、この定められた当時はカナマイシン耐性遺伝子くらい

しか種子植物に有効なものがなくて、いずれにしてもアミノグリコシド系でこれと近縁の

ものだったので「カナマイシン耐性遺伝子等は」と御説明されておりましたけれども、先
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生の御指摘のとおり、現在はいろいろございますので、カナマイシンなんて名前をわざわ

ざ出すには当たらないという判断で「カナマイシン耐性遺伝子等は」という言い方を削っ

て、改正後の新しい文章を作っておると聞いております。 

 この程度の説明でよろしいでしょうか。 

○小野竜一専門委員 分かりました。ありがとうございます。 

○中島座長 ほかの先生方、何かございますでしょうか。 

 児玉先生、お願いいたします。 

○児玉専門参考人 今の件ですけれども、補足的に言うと、たしかガイドラインができた

当時、カナマイシンが一番使われていて、NPTIIとかという遺伝子産物について結構精力

的に調べて、それについては、安全性は問題ないというような評価が世界的にされて、カ

ナマイシンについてはいいでしょうというような雰囲気があったのですけれども、今、カ

ナマイシンはむしろ使わなくなってしまったので、このような表記は今あってもあまり意

味はないかなということで今回外されたのだと思っています。 

 補足的な説明で、以上です。 

○中島座長 ありがとうございました。勉強になりました。 

 ほかの先生方、ございますでしょうか。 

 川西先生、どうぞ。 

○川西委員 川西です。 

 どうも議論ありがとうございます。 

 とてもとても小さなことなのですけれども、定義のところで食品健康影響評価の定義が

ざーっと書いてあって、最後「科学的に評価することを指す」となっていますけれども、

「を指す」は要らないのではないかなと。「すること」というのもぎこちないのですけれ

ども、「ことを指す」までは要らないのではないかなと思います。 

○中島座長 ありがとうございます。これは最終案でありますので、こういう細かい御指

摘も歓迎でございます。 

 ほかの先生方、いいでしょうか。 

 今回、指針案については、これはこれなのですが、まだ技術的文書というところで、こ

れはまた結構残っておりますので、これで仕事は終わりというわけではなくて、いいもの

を作っておきたいと思いますので、先生方、引き続き御協力のほど、よろしくお願いでき

ればと思います。 

 それでは、評価指針案につきましては、現時点での最終案として取りまとめたいと思い

ます。今後の手続につきましては、技術的文書案の議論や遺伝子組換え添加物の評価指針

案等の検討事項を踏まえつつ、食品安全委員会への報告等の事務手続を進めていきたいと

思います。 

 それでは、引き続きまして、遺伝子組換え微生物を利用して製造された添加物の安全性

評価基準について、現在の検討状況を事務局のほうから説明をお願いいたします。 
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 こちらはまだまだ先が長いという感じですが、中間報告という形になろうかと思います

が、それでは、事務局のほうからよろしくお願いいたします。 

○松原課長補佐 説明させていただきます。資料のほうは資料3-1、3-2、3-3に基づき説明

させていただきます。 

 まず、資料3-1でございます。こちらは先月説明させていただいたものと同じものでござ

います。こちらにつきましても、種子植物と同じようにどういった改正項目が必要なのか

といったところをまとめさせていただいているところでございますが、先月の調査会で御

意見をいただきまして、種子植物と同じように対応させていただくこところと、まだまだ

審議が必要だといったところがございましたので、簡単にその辺りを説明させていただき

たいと思います。 

 2ページ目をおめくりいただきまして、主な改正事項の（3）でございます。食品健康影

響評価の原則の基本的なアップデートのところにつきまして、まだまだ議論が必要だとい

ったところでございます。添加物にはいろいろな形態のものがあるといったところとか、

使われ方、最終的に除去されるものであったり、残存するものであったりといったところ

がございますので、こちらもあるので、議論をもうちょっと進めさせていただきたいと思

っております。 

 また、2ページ目の（5）アレルゲンの評価のアップデートにつきましても、議論がまだ

まだ必要だと考えているところでございます。 

 また、3ページ目に行きまして、4番の高度精製品の安全性評価に関するアップデート、

また、5番、セルフクローニング及びナチュラルオカレンスに関する考え方についてといっ

たところについては、今後も検討が必要だといったところでございますので、こちらにつ

いて、引き続き起草委員の先生方の御協力を得ながら議論をしていきたいと考えていると

ころでございます。 

 そのほかのところについては、種子植物に倣って、今回、改正案を作成しているところ

でございまして、そちらにつきましては資料3-2を御覧いただければと思います。 

 こちらは反映しているバージョンではなくて、見え消しのバージョンで作成しておりま

す。まだまだ検討することがございますので、今回、この見え消しの形で示させていただ

いているところでございます。なので、こちらにつきましては、まだ改正するところがご

ざいます。あくまでも今までのところでまとまったところについて修正を入れたところと

いったものとなっているところでございます。 

 添加物については、現在、このような状況であるといったところでございます。 

 また、資料3-3でございますが、微生物を利用した添加物につきましても、重複項目の解

消であったり、位置の並べ替え等がございますので、どこからどこに行くと見込んでいる

のかといったものを、矢印を使って新旧での比較ができるようにしたものを資料として作

っているところでございます。 

 現在の添加物のほうについての進捗状況については以上でございます。 
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 あと、参考資料2でございます。参考資料2につきましては、先ほどの植物においての参

考資料1と同じく、こちらは遺伝子組換え添加物に関する食品健康影響評価指針に係る技

術的文書の今考えているものという形でお示しさせていただいているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○中島座長 ありがとうございました。 

 もともと種子植物のほうの議論が先行しておりましたので、こちらが遅れて見えるのは

仕方ないと言えば仕方ないのですが、議論を重ねるにつれて、次々にこれも議論の必要が

ある、これも議論の必要があるといった感じで、まだまだ重要な問題が残っているといっ

た感じでございます。 

 特に食品添加物につきましては、最終的な食品に本添加物が残存するものと、それから、

それが残存しない加工助剤に該当するものがございまして、現在はその区別がついており

ませんが、では、この加工助剤の概念を導入するかどうか。また、新しい枠組みをつくる

ことになりますので、実務官庁である厚生労働省等との連携も必要ですので、どうしても

時間がかかるのはやむを得ないかなと思います。 

 現在こういった状況でございますが、先生方、お気づきになりました点など、まだまだ

改善の余地等がございますので、今のうちに忌憚のない御意見をいただければと思います。

どなたかよろしくお願いいたします。 

 この点につきましては、これも検討中、あれも検討中ということでございまして、どこ

から突っ込んでいいのか分からないという形であろうかと思いますので、引き続き起草委

員の先生方を中心にもう少し頑張っていただきまして、もう少し形ができてきてから改め

てまた議論等をしていければと思います。 

 本日のところはこれでよろしいでしょうか。今のうちにこれだけは述べておきたいとい

った御意見等がございましたら、ぜひよろしくお願いいたします。 

 ほかに御意見等がなければ、引き続き起草委員の先生方を中心に、遺伝子組換え微生物

を利用して製造された添加物の評価基準の改正案ができてから、今度は技術的文書の作成

と進んでいくわけで、まだまだ先が長い作業になりますが、先生方、引き続きよろしく御

協力をお願いいたしたいと思います。 

 先生方、よろしいでしょうか。 

 それでは、議題（1）については終わりたいと思います。 

 議題（2）その他ですが、事務局から何かございますでしょうか。 

○松原課長補佐 特にございません。 

○中島座長 ありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして第234回「遺伝子組換え食品等専門調査会」を閉会いたしま

す。どうもありがとうございました。 


